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口
（
負
）
と
定
義
す
れ
ば
、
(
5
.
l
b
)
片
務
的
収
支
な
き
ば
あ
い
の
国
際
交
換
A
す
べ
て
の
財
が
国
際
的
に
貿
易
さ
れ
る
ば
あ
い
本
章
の
I
l
皿
で
は
輸
送
費
、
関
税
が
存
在
し
な
い
と
仮
定
さ
れ
る
。
各
国
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)
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)
,
•
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0
)
は
独
自
の
計
算
単
位
を
も
ち
、
絶
対
価
格
水
準
は
各
国
で
異
な
る
が
、
価
格
比
率
は
同
一
と
な
る
。
各
国
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お
け
る
n
種
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各
財
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い
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の
需
要
函
数
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ー
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.
さ
ら
に
I
S
1
1
X
s
ー
竺
を
輸
入
需
要
（
正
）
、
輸
出
供
給
ー
第
皿
章
国
際
経
済
に
お
け
る
交
換
の
均
衡
資
料
五
叩
介
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＋
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玉
十
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•
•
•
…
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n
ー
1
)こ
の
式
よ
り
n
|
1
個
の
交
換
比
率
が
決
定
さ
れ
る
。
安
定
条
件
。
完
全
安
定
は
あ
る
一
財
の
価
格
比
率
の
上
昇
が
次
の
す
べ
て
の
と
き
に
そ
の
財
の
世
界
超
過
需
要
の
減
少
に
導
く
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
即
ち
、
(
a
)
、
他
の
す
べ
て
の
価
格
比
率
不
変
の
と
き
。
(
b
)
、
他
の
一
つ
の
価
格
比
率
の
み
が
そ
の
財
の
世
界
市
場
の
均
衡
を
維
持
す
る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
と
き
。
(
C
)
、
他
の
二
つ
の
価
格
比
率
が
そ
の
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
と
き
。
こ
の
条
件
が
次
第
に
拡
大
さ
れ
て
、
つ
い
に
は
す
べ
て
の
価
格
比
率
が
調
整
さ
れ
る
と
き
。
不
完
全
安
定
の
数
学
的
条
件
は
、
d
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+
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含
の
定
義
を
国
際
経
済
に
拡
張
す
れ
ば
、
「
国
際
貿
易
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お
け
る
一
木
村
七
五
般
均
衡
理
論
」
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て
不
完
全
安
定
条
件
は
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<
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し
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一
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全
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定
条
件
は
、
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n
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が
交
互
に
負
と
正
。
同
様
な
条
件
が
他
の
す
べ
て
の
価
格
比
率
の
変
化
に
つ
い
て
も
妥
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
国
の
絶
対
的
価
格
水
準
の
決
定
。
含
を
山
国
の
名
目
貨
幣
一
単
位
と
交
換
に
得
ら
れ
る
の
国
の
名
目
貨
幣
の
単
位
数
と
す
る
。
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、
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5
.
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)
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i
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[
）
田
国
通
貨
で
表
示
し
、
M
S
[
e
1
1
1
1
P
(
ご)
K
i
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ピ
s
1
1
Y
,
X
(
~
)
(
5
.
6
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各
国
を
集
計
し
て
、
且
M
S
[
e
1
;
1
1
P
(
｝
）
ピ
(
K
L
i
)
M
]
L
y
s
l
X
I
(
[
）
)
（
イ
）
、
含
が
固
定
さ
れ
て
い
る
ば
あ
い
。
ビ
つ
M
ミ
含
が
与
え
ら
れ
る
と
P
(
}
)
は
(
5
.
6
)
で
、
他
の
諸
国
の
貨
幣
諸
価
格
水
準
は
(
5
.
4
)
で
、
総
世
界
貨
幣
擢
の
各
国
間
の
分
配
は
(
5
.
5
)
よ
り
決
ま
る
。
（
口
）
、
各
国
が
独
自
に
自
国
保
有
貨
幣
羅
を
決
定
し
て
い
る
ば
あ
い
各
国
の
貨
幣
諸
価
格
水
準
は
(
5
.
5
a
)
で
、
為
替
相
場
は
（
5
.
4
)
で
決
定
さ
れ
る
。
尚
(
5
.
5
a
)
と
(
5
.
4
)
よ
り
、
何
ら
か
の
二
国
間
の
為
替
相
場
は
両
国
の
貨
幣
数
量
間
の
比
率
に
逆
比
例
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
（
購
買
力
平
価
説
）
。
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村
）
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6
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国
内
財
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存
在
し
て
い
る
ば
あ
い
修
正
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xt
を
国
内
財
と
し
て
X
(
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1
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X
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{
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I
(
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片
務
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収
支
の
あ
る
ば
あ
い
の
国
際
交
換
A
収
支
額
不
変
の
ば
あ
い
ニ
ュ
ー
メ
レ
ー
ル
1
均
衡
価
格
比
率
の
決
定
。
基
進
財
Xn
で
表
示
し
て
N(i)
額
を
受
取
る
（
正
）
か
支
払
う
（
負
）
と
せ
よ
。
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{
N
(
i
)
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0
個
人
の
収
支
額
z
は
N(i)
の
既
知
函
数
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.
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個
人
の
予
算
方
程
式
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個
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(
6
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し
た
全
全
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需
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数
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こ
れ
よ
り
n
|
1
個
の
価
格
比
率
が
決
定
さ
れ
る
。
な
お
安
定
条
件
は
前
述
と
変
り
は
な
い
。
2
貨
幣
諸
価
格
の
絶
対
水
準
の
決
定
。
R
O
B
E
:
R
T
S
O
N
の
仮
定
ー
各
国
の
保
有
貨
幣
量
は
賠
償
受
取
を
除
き
賠
償
支
払
を
含
む
所
得
に
比
例
。
こ
の
仮
定
に
よ
れ
ば
貨
幣
諸
価
格
水
準
と
総
貨
幣
量
の
各
国
へ
の
配
分
（
或
は
為
替
相
場
）
は
(
5
.
4
)
~
(
5
.
6
)
で
決
ま
る
。
V
I
N
E
R
の
仮
定
ー
各
国
の
保
有
貨
幣
董
は
賠
償
受
取
を
含
み
賠
償
支
払
を
除
く
所
得
に
比
例
。
こ
の
仮
定
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、
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B
収
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額
可
変
の
ば
あ
い
N(i)
が
す
べ
て
の
財
の
初
期
供
給
額
の
函
数
。
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
a
に
関
し
て
zが
シ
フ
ト
す
る
と
仮
定
。
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爾
余
の
分
析
は
変
り
は
な
い
。
皿
片
務
的
収
支
の
変
化
の
効
果
A
均
衡
価
格
比
率
に
た
い
し
て
。
賠
償
の
変
化
は
所
得
の
世
界
分
配
の
変
化
を
意
味
し
、
既
述
の
一
財
お
よ
び
多
数
財
需
要
変
化
の
効
果
の
分
析
方
法
を
用
い
れ
ば
よ
い
。
（
第
I
l
章
I
l
参
照
）
こ
こ
で
は
数
学
的
一
般
解
の
み
を
紹
介
し
て
お
く
。
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IV
貿
易
に
た
い
す
る
障
碍
の
効
果
以
下
の
分
析
は
輸
出
入
税
に
か
ん
す
る
も
の
で
あ
る
が
輸
送
費
に
か
ん
し
て
も
同
様
に
適
用
し
う
る
。
A
政
府
は
そ
の
課
税
収
入
を
ニ
ュ
ー
メ
レ
ー
ル
の
み
に
支
出
す
る
と
い
う
ば
あ
い
。
1
輸
入
税
。
ニ
ュ
ー
メ
レ
ー
ル
表
示
単
位
当
り
輸
入
税
を
rg)
と
す
れ
ば
、
輸
入
国
で
は
ニ
ュ
ー
メ
レ
ー
ル
表
示
瓦
の
総
価
格
は
y
s
+
店
と
な
る
。
瓦
が
非
劣
級
財
で
あ
る
限
り
瓦
の
需
要
量
減
少
。
他
の
財
市
場
に
対
し
て
及
び
通
じ
て
の
影
響
な
き
ば
あ
い
は
ys
は
下
落
。
そ
の
程
度
は
、
爾
余
の
世
界
を
一
緒
に
し
た
純
輸
出
供
給
が
価
格
下
落
に
対
し
下
落
す
る
ば
あ
い
北
ほ
税
よ
り
も
ヨ
リ
少
い
だ
け
下
落
し
、
純
輸
出
供
給
が
価
格
下
落
に
対
し
上
昇
す
れ
ば
ys
は
税
よ
り
も
ヨ
リ
多
く
下
落
す
る
。
第
二
の
財
を
考
慮
に
加
え
る
な
ら
ば
、
瓦
が
瓦
と
補
完
的
な
ら
ば
瓦
へ
の
輸
入
税
の
直
接
的
効
果
は
Xs
の
輸
入
需
要
減
少
↓
Ys
低
下
と
、
Xt
の
輸
入
需
要
減
少
・
輸
出
供
給
増
加
↓
y
t
低
下
で
、
瓦
の
xt
に
対
す
る
間
接
的
効
果
は
y
t
を
高
め
、
Xt
の
瓦
に
対
す
る
間
接
的
効
果
は
Ys
を
高
め
る
。
Xi
と
xsが
代
替
的
な
ら
ば
瓦
へ
の
税
は
そ
の
寵
接
的
効
果
は
Ys低
下
Yt
上
昇
、
Xs
の
xt
へ
の
間
接
的
効
果
は
y
t
低
下
、
Xt
の
xs
へ
の
間
接
的
効
果
は
Ys
上
昇
で
あ
る
。
2
輸
出
税
。
単
位
当
り
輸
出
税
を
rg)
と
す
れ
ば
、
七
八
xr
の
輸
出
者
521 
の
得
る
価
格
は
y
r
1
t
(
｝
)
供
給
が
価
格
下
落
に
対
し
減
少
す
れ
ば
、
輸
出
税
賦
課
は
供
給
減
、
Xr
の
価
格
（
税
込
）
上
昇
と
な
る
が
税
分
よ
り
多
く
な
い
。
第
二
の
財
を
考
慮
す
れ
ば
瓦
と
Xrが
補
完
的
な
ら
Xr
へ
の
税
の
直
接
効
果
は
Yt
と
Yr
と
を
高
め
、
間
接
効
果
は
Yt
と
Yr
を
低
め
る
。
代
替
的
な
ら
直
接
効
果
は
Yr
を
高
め
Yt
を
低
め
、
間
接
効
果
は
Yr
を
低
め
Yt
を
高
め
る
。
B
政
府
は
そ
の
課
税
収
入
を
課
税
さ
れ
た
財
に
の
み
支
出
す
る
と
い
う
ば
あ
い
1
輸
入
税
。
市
民
は
課
税
後
は
課
税
前
に
Y
s
+
r
心
で
需
要
し
た
量
と
等
量
を
需
要
す
る
。
Y
s
X
市
民
輸
入
量
を
輸
出
者
に
咋
こ
＾
市
民
輸
入
量
を
政
府
に
支
払
う
。
か
く
て
、
政
府
と
市
民
を
併
せ
た
輸
入
額
は
以
前
に
Y
s
＋
店
で
支
出
し
た
額
で
、
輸
入
量
は
こ
の
額
を
Ys
で
割
っ
た
も
の
で
あ
る
。
市
民
の
輸
入
需
要
曲
線
が
非
弾
力
的
な
ら
ば
課
税
は
輸
入
価
格
（
税
ぬ
き
）
を
高
め
る
。
2
輸
出
税
。
市
民
は
課
税
後
は
課
税
前
に
yr_t(i.)
で
供
給
し
た
羅
と
等
景
を
供
給
す
る
。
Y
r
x
輸
出
量
を
輸
入
者
よ
り
受
取
り
、
こ
の
う
ち
吝
X
輸
出
量
を
政
府
に
わ
た
す
。
政
府
は
こ
の
課
税
さ
れ
た
輸
出
財
ヘ
課
税
収
入
を
支
出
す
る
。
政
府
へ
の
販
売
に
際
し
て
も
課
税
さ
れ
る
と
仮
定
す
れ
ば
政
府
に
対
す
る
価
格
は
外
国
に
対
す
る
価
格
と
同
じ
く
Yr
で
あ
る
。
か
く
て
外
国
へ
の
輸
出
載
は
、
以
前
に
Yr
で
の
供
給
景
を
ql
、
y
r
1
t
(
P
で
の
供
給
載
を
q
zと
す
れ
ば
、
q
z—
r
込
2
/
Y
rこれ
は
、
(
y
r
ー
己
q
2
A
ハYrql
を
仮
定
す
れ
ば
、
q
z
-
r
:
r
q
2
/
Y
r
八
き
と
な
り
、
輸
出
財
価
格
は
上
昇
し
二
財
体
系
で
は
交
易
条
件
は
課
税
国
に
有
利
と
な
る
。
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
口
（
木
村
）
D
 
七
九
C
政
府
は
そ
の
課
税
収
入
を
総
て
の
財
に
支
出
す
る
と
い
う
ば
あ
い
輸
入
税
に
つ
い
て
分
析
さ
れ
る
が
、
僅
か
な
修
正
で
輸
出
税
に
も
適
用
さ
れ
う
る
。
Xl
に
輸
入
税
rI
が
賦
課
さ
れ
る
。
個
人
市
民
の
予
算
方
程
式
(
y
1
+
3
)
X
1
+
Y
2
X
2
+
…
·
:
+
x
.
1
1
(
y
1
+
r
1
)
x
'
1
+
Y
2
x
'
2
+
…
•
•
•
十N
n
個
人
市
民
の
需
要
函
数
X
s
1
1
x
,
(
Y
1
十べ
1,
Y2,
…
・
:
"
y
n
,
1
)
 
全
市
民
の
輸
入
需
要
（
輸
出
供
給
）
函
数
謬）
1
1
I
i
3
(
J
1
十
ri,
Y2,
：・…
9
y
n
,
1
)
 
政
府
の
予
算
方
程
式
y
1
X
(
f
+
y
裟
咤
十
・
:
・
:
＋
X(下
)
1
1
3
I
咤
政
府
の
需
要
方
程
式
R(?）
11
誌
る
5
,
Y
2
,
…
…
9
y
n
,
1
,
r1I'i') 
政
府
と
市
民
の
需
要
函
数
を
合
計
し
山
国
を
課
税
賦
課
国
と
す
れ
ば
均
衡
方
程
式
I
透
＋
苔
＋
ピ
ふ
I
g
)
1
1
0
(
s
1
1
1
,
 
2
,
•
…
•
•
"
nー
1
)
dst11
亭
＋
彗
＋
入
翌
彗
＋
旦
讐
1
1
[
O
I
(
5
)
十
喜
I
呼
＋
r
翌
透
0
I
(
i
)
]
d
r
0
(
y
1
+
＂）
0
(
r
I
咤）
QlI
（r
I
咤）
0
（Y
i
+
t
)
b
,
 
と
し
右
の
均
衡
方
程
式
を
t
し
に
関
し
て
微
分
す
れ
ば
（
7
.
4
)
と
形
式
的
に
同
じ
方
程
式
体
系
を
う
る
。
政
府
は
そ
の
課
税
収
入
を
再
分
配
す
る
と
い
う
ば
あ
い
1
そ
の
国
自
身
の
住
民
の
間
で
の
み
再
分
配
さ
れ
る
ば
あ
い
。
Xl
に
輸
入
税
rl
が
賦
課
さ
れ
る
ば
あ
い
を
取
扱
う
。
個
人
市
民
の
予
算
方
程
式
(
y
1
+
-
r
1
)
X
1
＋
Y
2
X
2
+：；
…
＋
お
1
1
(
Y
1
+
r
)
x
'
1
+
Y
2
x
'
2
十
•
…
•
•
十5
n
+
N
z
は
個
人
が
受
取
っ
た
税
収
入
。
も
し
も
個
人
が
、
彼
が
支
払
う
国
内
消
費
税
(
e
x
c
i
s
e
t
a
x
)
の
全
額
が
彼
に
再
分
配
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
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口但
し
μ
は
れ
ば
N
l
I
3
(
X
1
ー
ど
と
書
か
れ
ピ
y
き
1
1
ビ
y
i
N
i
と
な
り
税
の
効
果
は
生
じ
な
い
の
で
、
Z
を
常
数
と
し
て
扱
う
。
か
く
し
て
問
題
は
C
の
ケ
ー
ス
と
類
似
し
た
も
の
と
な
る
。
2
あ
る
外
国
の
住
民
間
に
再
分
配
さ
れ
る
ば
あ
い
。
こ
れ
は
賠
償
問
題
ー
賠
償
が
輸
出
入
の
函
数
と
い
う
ケ
ー
ス
ー
と
類
似
し
て
い
る
。
受
取
国
を
(
R
)
で
示
し
0
O
I
(
i
)
O
I
{
l
)
0
I
(
で
O
I
(
P
O
I
合
|
|
＋
r
 
bs11
年
＋
1
|ー
1
0
y
l
o
y
t
o
(
r
I
1
)
）
'
8
Y
1
 
8(rl'}') 
llst115 
g11 
I
1ゞ
ir
と
す
れ
ば
解
は
再
び
体
系
（
7
.
4
)
で
与
え
ら
れ
る
。
第
IV章
二
財
二
国
特
殊
ケ
ー
ス
ー
略
ー
第
＞
章
国
際
貿
易
に
お
け
る
生
産
の
一
般
均
衡
I
均
衡
の
種
類
A
企
業
者
供
給
函
数
1
企
業
の
均
衡
。
各
企
業
は
種
々
の
生
産
要
素
の
量
a
i
,
a
2
,
…
 
.. 9
a
m
を
雇
用
し
て
種
々
な
生
産
物
の
量
x
m
+
1
》
x
m
+
2
》
•
…
・
・
＂
X
[
を
生
産
す
る
。
企
業
の
変
形
函
数
（
生
産
函
数
）
(9.la) 
f(ai, 
a
2
,
…
…
J
aき
X
m
+
1
9
x
m
+
2
,
…
…
"
X
3
)
1
1
0
生
産
要
素
を
負
の
生
産
物
と
み
な
す
、
即
ち
お
1
1
ー
a
s
(
s
~
m
)
と
書
け
ば
、
(9.lb) 
/(xi, 
X
2
,
·
…
•
•
9
X
n
)
1
1
0
企
業
の
目
的
は
変
形
函
数
f
を
制
約
条
件
と
し
て
余
剰
＞
を
極
大
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
(9.2a) 
V
1
1
ー
M五
1
P
;
a
;
+
M
]
i
[
m
+
1
P
—
ぶ
或
は
(9.2b) 
v
1
1
P
1
X
1
+
P裟
2
+
…
…
+
pモ
Xn
(9.3) 
"E,,:},1PsXs-μf(x1, 
X2, 
・
・
・
, 
x
.
)
=
m
a
x
.
 
（
木
村
）
I
 
o
 !1 
!2 
・
-!. 
f
1
f
n
f
1
2
 .. f1n 
o
f
1
f
2
f
3
 
…
…
!
2
 !21 
!2
・
・!:"n 
ミ
~
1/12 frn 
．．．．．．．．． 
f
ぶ
ふ
/
2
3
'
'I
 
fn fn1 fn2 . 
・fn
 
/3 /31 /32 /33 
が
す
べ
て
負
な
る
こ
と
。
最
後
の
行
列
式
を
F
と
し
F
1
1
を
F
の
f
1
1
の
余
因
子
、
F
1
1
,
2
2
を
F
1
1
の
!
2
2
の
余
因
子
と
す
れ
ば
、
F
1
1
/
F
,
F
a
,
 2
d
F
,
 
...•.. 
＂
F
a
,
 
2, 
・
・
・
, 
en,1) c
n
-
1
)
/
F
が
す
べ
て
正
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
安
定
条
件
の
意
味
は
、
(
1
)
、
生
産
物
間
の
限
界
代
替
率
逓
増
。
(
2
)
、
要
素
間
の
限
界
代
替
逓
減
。
(
3
)
、
限
界
変
形
率
逓
減
。
こ
れ
ら
の
条
件
は
任
意
の
要
素
間
、
生
産
物
間
、
要
素
と
生
産
物
間
の
み
な
ら
ず
、
各
々
の
グ
ル
ー
プ
間
に
も
成
立
す
べ
き
で
あ
る
。
尚
、
生
産
論
の
追
加
的
条
件
は
、
利
潤
が
正
な
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
限
界
・
乎
均
生
産
費
用
逓
増
を
必
要
と
す
る
。
2
供
給
函
数
。
(
9
.
l
b
)
と
(
9
.
5
a
)
を
pt
で
微
分
し
て
o
f
1
f
2
 
/1 
/11 
/12 
f
2
f
2
1
f
2
2
 
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
乗
数
。
(
9
.
4
)
d
(
v
-
μ
f
)
1
1
0
,
 
d
2
(
v
ー
μ
f
)
A
0
均
衡
条
件
。
(
9
.
5
a
)
p
,
-
μ
f
,
1
1
0
但
し
f
1
1
0
Aい
f
さ
(9.5b) 
f
i
!
P
1
1
1
!
2
/
h
1
1
•
…
•
•
1
1
f
ミ
‘
吝
或
は
f
1
A
f
n
1
1
P
i
/
P
n
,
/2/fn 
=
P
2
/
P
n
,
…
…
,
 t
.
1
1
/
f
n
1
1
P
1
1
1
]
吝
こ
れ
ら
n
ー
1
個
の
式
と
変
形
函
数
よ
り
n
個
の
投
入
・
産
出
高
が
き
ま
る
。
(
9
.
5
b
)
は
生
産
物
間
お
よ
び
生
産
要
素
間
の
限
界
代
替
率
と
、
生
産
物
と
生
産
要
素
間
の
限
界
変
形
率
が
そ
の
価
格
比
に
等
し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
安
定
条
件
。
d
2
v
1
1
0
ゆ
え
(
9
.
4
)
の
第
二
式
の
条
件
は
d
f
1
1
0
の
n
n
 
条
件
で
d
2
f
1
1
ピ
ビ
f
,
,
d
x
,
d
ぶ
V
o
と
な
る
。
こ
れ
は
、
l
 
1
 
八
〇
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9
.
6
)
 
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
ロ
（
木
村
）
ー
1
念
翌
1
路
2
8
x
.
 
I
|
＋
ミ
~
1
+
A
f
}
2
+
·
…
•
•
十
A
f
.
I
|
念
t
ミ
P
-
ミ
P
-
ミ
P
-
f
贔
~
ミn1戸
＋
尽
鍔
＋
…
…
＋
t
彗
。
解
は
(9.
7
)
 
a
x
,
/
0
P
1
1
1
F
ミ
μ
F
(
二
重
の
b
ミ、
11
は
企
業
の
生
産
物
供
給
或
は
要
素
需
要
を
示
す
）
こ
の
(
9
.
7
)
式
は
企
業
均
衡
の
基
本
方
程
式
で
、
価
値
理
論
の
基
本
方
程
式
0
X
s
さ
X
s
U
s
t
(
2
.
7
b
)
1
1
|
X
t
十
i
．
ー
ー
の
代
替
項
と
類
似
せ
る
こ
と
安
念
t
さ
‘
u
定
行
列
式
（
縁
付
行
列
式
）
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
尤
も
、
企
業
均
衡
に
は
所
得
効
果
は
な
い
。
記
号
を
簡
単
化
し
、
（
9
.
8
)
a
x
,
/
0
P
1
1
1
ー
苔
ヒ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
生
産
効
果
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
効
果
は
、
代
替
項
の
特
性
と
類
似
し
た
次
の
連
関
財
の
法
則
が
有
効
で
あ
る
。
(1) 
X,111Nts 
(2) 
X
s
s
A
0
 
n
 
nー
1
n
ー
1
(3) 
~
 
~
 
P
,
P
1
X
s
1
A
0
 
(4) 
~
 
p
,
x
,
,
=
0
 
S
"
1
1
"
d
1
 
s
1
1
 
m
n
 
(5) 
~
 
p
,
x
,
,
V
o
(
6
)
 
~
 
~
 
p
,
p
,
x
,
,
V
o
(
m
八
n
)
s北
I
s111 
I11m-＇
1
 
苔
V
o
な
ら
ば
ふ
と
XI
は
代
替
的
、
さ
A
0
な
ら
ば
補
完
的
。
要
素
と
生
産
物
間
は
通
常
代
替
的
で
あ
る
が
、
両
者
間
の
補
完
性
を
ヒ
ッ
ク
ス
は
逆
行
(
r
e
g
r
e
s
s
i
o
n
)
と
よ
ぶ
。
f
1
I
F
+
f
2
I
F
+
…
…
＋
f
.」
2
臣
1
1
0
ぎ
登
ぎ
|
0
 
念
翌
1
0
X
2
O
X
n
 
A
＋
ミ
i
1
十
µ
/
1
2
+
…
·
:
＋
A
j
i
.
ー
|
—
ー
念
i
ミ
P
t
ミ
P
t
念
t
八
企
業
の
生
産
物
供
給
・
要
素
需
要
函
数
は
(
9
.
5
)
函
数
ゆ
え
次
の
如
く
表
す
。
(
9
.
1
1
)
 
x
,
1
1
x
,
(
y
,
,
 
Y2, 
・・・・・・, 
Y
n
,
1
)
 
(
s
1
1
1
"
2
`
 •••••• 
＂
n
)
 
全
企
業
を
集
計
し
企
業
者
市
場
供
給
函
数
は
(
9
.
1
2
)
X
s
1
1
X
s
(
y
1
"
笞
…
・
:
》
Y
n
-
1
)
上
述
の
連
関
財
の
法
則
は
す
べ
て
の
企
業
に
有
効
で
あ
る
か
ら
、
X
s
-
1
1
ー
3
X
.
J
a
p
,
1
1
ー
日
翌
’
]
ぎ
又
も
同
じ
法
則
に
従
う
。
B
消
費
者
需
要
函
数
生
産
論
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
消
費
者
需
要
論
は
効
用
函
数
に
要
素
の
直
接
消
費
盤
を
、
予
算
方
程
式
に
消
費
者
の
要
素
需
給
と
企
業
者
余
剰
を
含
む
。(9
.
1
3
)
 
よ
り
零
次
の
同
次
ピ
ご
5"＂ピ一
P
社
＋
0
I
I
r
"
0
1
1
区
兵
P
s
X
s翌s
(
9
.
1
4
)
 
f
J
X
,
/
f
J
P
,
1
1
ピ
き
s
A者
1
1
ピ
(
5
i
十
さ
—
X
i
)
|
ー
ー
＋
X
s
i
又
、
0
r
 
常
数
と
仮
定
さ
れ
た
賠
償
N(i)
が
あ
れ
ば
(
9
.
1
5
a
)
 
X
'
)
'
1
1
x
心
(Yi,
Y
z
,
•…
•
•
"
y
n
1
1
"
N
S
)
又
、
N
(
i
)が
価
格
比
率
と
。
〈
ラ
メ
ー
タ
l
a
の
函
数
な
ら
ば
(
9
.
1
5
b
)
 
X<;1
＂X
心
(Yi,
Yz,
…
…
"
y予
1i,
a)
更
に
Xr
が
外
国
の
国
内
財
な
ら
ば
、
X
g
)
1
1
1
0
"
S
x
<
;
.
'
/
f
J
y
,
1
1
1
0
c
市
場
均
衡
（
開
放
体
制
）
均
衡
条
件
。
(
9
.
1
6
a
)
 
X
T
十
X
透
＋
：
・
…
＋
X
唸
1
1
x
(
P
＋因（
P
＋
利
咆
＋
X
咆
＋
…
…
＋
X
心
）
十X
心
）
（S
1
1
1》
2
,
•
•
•
…
"
n
ー
1
)
,
I
(
[
r
1
1
x
そ
ー
啓
L
_
X
(
[
）
を
純
輸
入
需
要
（
正
）
或
は
純
輸
出
(
9
.
1
7
)
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こ
れ
は
交
換
経
済
に
か
ん
し
て
推
論
さ
れ
た
も
の
に
類
似
し
て
い
る
。
尚
、
モ
ザ
ッ
ク
は
片
務
的
支
払
の
変
化
の
効
果
に
つ
い
て
、
解
は
再
び
(
7
.
4
)
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
但
し
合
は
(
9
.
1
8
)
で
定
義
さ
れ
る
と
述
ぺ
、
L
す
ぺ
て
の
b
s
1
1
0
2
国
際
財
に
関
し
て
の
み
b
s
1
1
0
3
国
内
財
に
関
し
て
の
み
b
¥
1
1
0
4
賠
償
が
す
べ
て
の
生
産
物
に
た
い
す
る
総
需
要
を
直
接
的
に
変
え
る
一
般
的
ケ
ー
ス
。
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
紙
数
の
都
合
で
省
略
す
る
。
＞
章
の
附
録
lI 
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
⇔
供
給
（
負
）
と
す
れ
ば
、
(9.16b) 
I
<
f
l
十
I
咆
十
…
・
:
+
I屯
110
安
定
条
件
は
、
(9.18) 
a,111SM
ごゞ
(
I
g
)
)
A
g
l
l
0
ビ
i
[
1
(
X
g
r
5
宮
）
A
ざ
と
し
、
J
1
1
l
a
.
,
一
と
す
れ
ば
、
不
完
全
安
定
は
J
/
J
1
1
A
0
完
全
安
定
は
再
び
J
の
次
々
の
次
数
の
主
座
小
行
列
式
が
交
互
に
負
と
正
な
る
こ
と
で
あ
る
。
a
.
t
は
市
場
消
費
者
の
所
得
効
果
と
代
替
効
果
、
市
場
生
産
者
代
替
（
生
産
）
効
果
の
合
計
で
不
安
定
要
因
は
所
得
効
果
で
あ
る
。
含
V
o
な
ら
xs
は
xt
に
対
し
市
場
代
替
的
、
含
A
0
な
ら
市
場
補
完
的
、
a
,
,
1
1
0
な
ら
ば
独
立
的
と
定
義
す
る
。
所
得
効
果
は
代
替
効
果
を
相
殺
す
る
程
大
き
く
な
い
と
仮
定
す
れ
ば
、
真
の
代
替
と
総
代
替
を
区
別
す
る
必
要
は
な
い
。
市
場
代
替
効
果
は
消
費
者
代
替
効
果
と
生
産
者
代
替
効
果
の
合
計
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
消
費
で
は
補
完
的
で
生
産
で
は
代
替
的
な
ら
ば
、
消
費
効
果
が
生
産
効
果
よ
り
大
な
る
と
き
市
場
補
完
的
、
小
な
る
と
き
市
場
代
替
的
で
あ
る
。
生
産
の
一
般
均
衡
の
運
行
の
法
則
イ
ン
テ
マ
の
国
際
貿
易
の
一
般
理
論
ー
略
ー
(S111, 
2
,
…
》
n
|
1
) （
木
村
）
第
lI
部
国
際
貿
易
に
お
け
る
異
時
的
均
衡
理
論
(
i
n
t
e
r
t
e
m
p
o
r
a
l• 
e
q
u
i
l
i
b
r
i
u
m
 theory) 
第
VI章
個
人
消
費
者
計
画
I
確
実
性
の
も
と
で
の
計
画
各
人
は
将
来
の
価
格
•
利
子
率
を
確
知
す
る
か
の
如
く
行
動
す
る
。
貸
借
期
間
は
一
期
間
。
危
険
を
除
外
す
る
か
ら
す
べ
て
の
証
券
は
同
質
と
み
る
。
計
画
期
間
は
0
期
（
現
在
）
よ
り
r
期
ま
で
の
"
+
1
期
間
と
す
る
。
A
個
人
消
費
者
の
需
要
函
数
の
導
出
さ
を
t
期
の
Xr
の
計
画
消
費
量
と
す
れ
ば
、
個
人
の
効
用
函
数
(10.1) 
u11u(N10, 
X
2
0
,
…
…
9
X
m
o
9
8
1
1
,
 
X
2
1
、
…
…
9
ぷ
1̀
． 
…
"
N
1
3
X
2
 r,
:
,
 ． 
9Z・
這
r)
e
t
を
t
期
の
予
想
計
画
量
の
価
値
（
生
産
物
と
生
産
要
素
の
）
、
P
`
ー
を
t
期
の
xr
の
予
想
価
格
と
す
れ
ば
、
(10.2) 
e
,
1
1
P
1
1
X
1
1
十
苓
t
R
2
t
十
…
…
＋
p
m
-
Xミ
(t110,
1, 
2
,
…
・
:
`
 
＂） 
mt
を
t
期
の
予
想
初
期
供
給
量
の
価
値
、
1
を
予
想
貸
付
（
証
券
購
入
）
額、
bt
を
予
想
借
入
（
証
券
販
売
）
額
、
．
t
を
先
行
の
期
の
貸
借
に
対
す
る
利
子
率
、
当
期
の
予
想
値
は
現
在
値
と
す
れ
ば
、
m
o
+
（
1
+
i
o
)
lー
1
+
b
o
1
1
e
o
+
（
1
+
i
o
)
bー
1+lo
m
1
+
（
1
+
S
)
l
o
+
b
1
1
1
e
1
+
（
1
+
6
)
b
o
+
l
1
 
(10.3a) 
m
2
+
（
1
+
S
)
1
1
+
b
2
1
1
e
2
+
（
1
+
S
)
b
1
+
l
2
 
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
き
＋
（
1
＋
i
T
)
l
↑
1
+
b
T
1
1
e
r
+
（
1
+
i
r
)
b
?
1
+
l
a
-
C
t
1
1
l
t
ー
b
t
と
す
る
と
予
算
方
程
式
(
1
0
.
3
a
)
ほ
八
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(
1
0
.
3
b
)
 
m
o
+
（
1
+
i
o
)
C
1
1
"ー
e
o
+
c
o
m
1
+
（
1
+
S
)
C
o
"
=
e
1
+
C
1
 
m
2
+
（
1
+
i
2
)
C
1
"
"
e
2
+
C
2
 
モ
ザ
ッ
ク
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際
貿
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お
け
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一
般
均
衡
理
論
」
口
（
木
村
）
で
当
期
に
割
m
「
+
（
1
+
i
r
)
C
"
＇1"
＂e
"
+
c
r
各
期
の
値
を
割
引
因
子
P
o
"
P
o
箆
•
•
•
…9
p
o
p
r． 
予・
引
き
合
計
し
て
計
画
期
閻
予
算
方
程
式
に
還
元
す
れ
ば
T
 
(
1
0
.
 4
 a
)
 
~
 
/30/31 ·
…
•
•
P
t
m
t
1
1
M
}
9
0
p
r
·
…
•
Pぷ
＋
/
3
0
/
3
1
…
…
p
"
c
r
t110 
t110 
_
（
1
+
i
o
)
C
,
1
 
但
し
、
B01111,
/
3
1
1
1
1
/
1
+
S
 
又
、
m
1
1
g
!
o
f
3
o
f
3
1
·
·
·
·
·
·
を
｀
2
t
9
e
1
1
g
1
1
0
/
3
0
/
3
1
·
…
•
•
茫
ぎ
C
1
1
f
3
o
f
3
1
•
•
•
•
•
·
/
3
r
:
C
t
:
ー
(
1
+
i
o
)
C
-
1
と
ギ
衣
わ
せ
ば
(
1
0
.
4
b
)
m
1
1
e
+
6
こ
こ
で
m
ー
C
は
個
人
の
計
画
の
資
本
価
値
(
c
a
p
i
t
a
l
v
a
l
u
e
)
と
よ
ば
れ
る
。
消
費
者
均
衡
の
動
学
的
条
件
。
入
を
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
乗
数
と
し
て
(
1
0
.
5
)
 
u
(
x
,
,
)
ー
i
―ピ｛
H
o竺
1
:
・
:
・
P
i
(
e
i
ー
ぎ
）
｝
＋
c
-
1
1
m
a
x
.
(
F
1
1
1》
2
》
.
.
.
.
.
.
 
n
"
t
1
1
0
,
 
1, 
2
,
 
・・・・・・,t") 
さ
に
か
ん
す
る
偏
導
函
数
を
0
と
お
け
ば
(
1
0
.
6
 a
)
 
8u/fJXr111
娑
忌
…
忘
翌
入
を
消
去
し
て
(
1
0
.
6
b
)
印＼
□11
戸
亘
：
口
麟
[
[
こ
れ
は
ど
の
二
つ
の
期
の
ど
の
二
つ
の
計
画
消
費
壼
間
の
限
界
代
替
率
も
割
引
予
想
価
格
の
比
に
等
し
い
こ
と
を
示
す
。
安
定
条
件
は
限
界
代
替
率
涸
減
を
意
味
す
る
。
か
く
し
て
(
1
0
.
6
)
と
(
1
0
.
4
)
よ
り
各
期
の
各
財
B
 
八
予
想
消
費
量
は
(
1
0
.
7
)
X
r
-
＂X
r
-
（
ゞ
。
9
p
g
…
…
"
吝
o,
/31P11, 
f31P
き
…
…
＂
P
全
1,
..... ・, 
/
3
1
/
3
2
…
p
心
1
3
/
3
1
/
3
2
…
•
•
•
f
l
r
P
2
3
…
…
9
p
己
2
·
·
·
·
·
·
子
・
吝
r
(
t
1
1
0
,
1, 
2
,
 
・・・・・・, 
!
"
)
 
翌
(
1
0
.
6
)
よ
り
箆
ー
娑
ぎ
ー
智
(
1
0
.
2
)
よ
り
|
!
|
I
I
|
|
|
g
-
o
e
t
g
-
密
e-
11
ぷ
/31
…
…
p-
娑
ー
1
念
(
1
0
.
8
 a
)
ー
—
ー
ー
|
|
|
|
o
e
-
P
r—
ぎ
(
1
0
.
8
)
亨
]
亨
I
I
[
O
[
]
口
峠
I
I
P
t
+
1
予
2…
…
i
。
t
期
の
総
消
費
価
値
を
単
一
の
財
、
割
引
因
子
を
そ
の
価
格
と
み
な
し
う
る。
(
1
0
.
9
)
 
e
t
1
1
e
盃
1
9
P
1
登
：
・
…
"
P
迅
2
…
・
:
P
T
)
(To
>
1"2,
…
•••9r)
安
定
条
件
は
xt
を
el
に
n
を
r
+
1
に
置
換
え
た
消
費
者
均
衡
と
同
じ
で
あ
る
。
(
1
0
.
3
b
)
よ
り
各
期
の
純
貸
借
ct
は
同
じ
こ
れ
ら
の
。
＾
ラ
メ
ー
タ
ー
の
函
数
で
あ
る
。
利
子
率
は
純
貸
付
合
計
11
純
借
入
合
計
な
ら
し
め
る
程
度
に
迄
貸
付
者
の
消
費
を
差
控
え
し
む
る
に
要
す
る
価
格
で
あ
る
。
さ
れ
ば
危
険
や
証
券
取
引
費
用
の
な
い
経
済
で
も
利
子
率
が
存
し
、
貨
幣
需
要
函
数
は
存
在
し
な
い
。
1
[
[
[
0
1
1
1
戸
＼
罪
I
I
[
戸
V
1
お
よ
び
p
汽
〇
n
P
,
1
を
仮
定
す
れ
ば
、
1
/
f
J
1
1
1
1
1
+
i
>
l
 
:. 
i
v
o
即
ち
利
子
率
は
0
よ
り
も
大
で
あ
る
。
動
学
的
需
要
函
数
の
特
性
1
計
画
の
資
本
価
値
は
静
学
の
所
得
と
同
じ
役
割
を
も
ち
、
そ
の
増
加
は
非
劣
級
財
の
現
在
・
計
画
消
費
増
加
に
み
ち
ぴ
く
。
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ロ
2
価
格
変
化
に
伴
う
消
費
の
変
化
。
あ
る
財
の
予
想
価
格
の
単
独
変
化
の
効
果
は
代
替
効
果
と
資
本
効
果
に
分
れ
、
前
者
は
、
価
格
騰
貴
財
の
計
画
消
費
と
補
完
財
の
現
在
・
計
画
消
費
を
減
じ
、
代
替
財
の
現
在
・
計
画
消
費
を
増
す
。
後
者
は
予
想
価
格
上
昇
は
売
手
に
は
計
画
の
資
本
価
値
の
増
加
、
買
手
に
は
そ
の
減
少
に
等
し
く
、
資
本
効
果
は
売
手
に
は
代
替
効
果
と
反
対
方
向
、
買
手
に
は
同
方
向
に
作
用
す
る
。
3
予
想
の
弾
力
性
。
予
想
函
数
p
況
"L-（Pro)
を
既
知
と
仮
定
し
、
予
想
の
弾
力
性
を
e
1
1
4
や
Pro
と
表
わ
す
。
現
在
価
格
の
上
昇
は
d
B
る
苓
(
1
)
、
e
A
1
な
ら
現
在
消
費
よ
り
将
来
消
費
へ
の
代
替
効
果
。
(
2
)
、
e
1
1
1
な
ら
両
者
の
代
替
な
く
、
計
画
期
間
全
体
の
計
画
消
費
減
少
が
あ
り
、
こ
れ
は
購
買
慣
習
の
た
め
将
来
程
大
き
い
。
(
3
)
、
e
>
l
将
来
消
費
よ
り
現
在
消
費
へ
の
代
替
効
果
。
予
想
函
数
が
pr-11fr-
（P10,
P20, 
…
…
9
p
n
o
)
な
ら
偏
弾
力
性
と
全
弾
力
性
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
に
、
す
べ
て
の
現
在
価
格
と
予
想
価
格
が
同
一
比
率
で
変
化
す
れ
ば
、
代
替
効
果
は
な
い
が
、
資
本
効
果
は
計
画
の
資
本
価
値
の
価
格
弾
力
性
が
1
よ
り
小
な
ら
ば
全
計
画
期
間
の
計
画
消
費
は
減
少
し
、
1
よ
り
大
な
ら
ば
増
加
し
、
1
な
ら
ば
変
化
は
な
い
。
4
利
子
率
の
変
化
に
伴
う
消
費
の
変
化
。
ん
の
逆
比
例
的
変
化
を
伴
う
fJi
の
上
昇
は
他
の
割
引
因
子
fJ1fJ2,fJ1fJ2fJs,…•••> 
fJ1fJ2…••• 
予
T
を
不
変
の
ま
ま
と
す
る
。
こ
の
と
き
ふ
の
上
昇
は
1
期
よ
り
他
の
期
へ
の
代
替
効
果
お
よ
び
資
本
効
果
が
あ
る
。
次
に
ふ
の
単
独
変
化
の
効
果
は
、
t111
よ
り
r
迄
の
す
べ
て
の
消
費
価
値
の
価
格
(11
割
引
因
子
）
は
比
例
的
に
変
化
す
る
の
で
併
せ
て
合
成
財
と
よ
び
単
一
財
と
し
て
（
木
村
）
危
険
の
も
と
に
お
け
る
計
画
将
来
の
予
想
値
が
確
実
で
な
い
な
ら
ば
一
義
的
な
予
想
値
で
な
く
、
確
率
分
布
範
囲
を
も
つ
が
、
そ
れ
に
応
じ
た
一
定
の
ユ
ニ
ー
ク
な
代
表
的
予
想
値
が
存
在
し
、
個
人
は
こ
れ
に
対
し
て
反
応
す
る
の
と
同
じ
態
度
で
そ
の
確
率
分
布
に
対
し
て
反
応
す
る
。
A
代
表
的
予
想
が
常
数
で
あ
る
ば
あ
い
。
形
式
的
に
は
I
と
同
じ
問
題
で
あ
る
。
但
し
危
険
顧
慮
の
ゆ
え
証
券
は
種
々
あ
る
が
、
各
個
人
は
代
表
的
利
子
率
が
最
高
の
も
の
に
投
資
す
る
。
不
履
行
の
危
険
な
く
且
つ
利
子
を
生
ま
ぬ
証
券
を
真
の
貨
幣
と
定
義
す
る
。
他
の
代
表
的
利
子
率
が
0
か
0
よ
り
小
な
ら
個
人
は
貨
幣
を
保
有
す
る
。
B
代
表
的
利
子
予
想
が
各
証
券
に
投
資
さ
れ
た
額
の
函
数
で
あ
る
ば
あ
い
。
各
期
に
0
種
の
証
券
が
あ
り
そ
れ
ら
へ
の
投
資
額
を
Cit,
C2t, ··• 
． 
ー
さ
代
表
的
予
想
利
子
率
を
享
iざ
．． 
9
i
き
か
つ
Rj-111+ijt
と
す
れ
ば
、
(
1
0
.
1
3
)
a,,11ajt(cj̀
-'1) 
(j111, 
2
,
…
…
9
o
i
t
 
111, 
2
,
…
…
9
r
)
>
a
j
t
C
j
9
t
,
1
は
Cj9t11
の
t
期
の
代
表
的
予
想
価
値
。
個
人
の
予
算
方
程
式
は
(10.3)
を
書
き
直
し
て
lI 
扱
う
な
ら
ば
、
(
1
0
.
1
0
)
 
ef11e1
十
密
e2
十
p
迅
8
e
3
+
…
…
＋
裕
p.
.
.
. p.,e., 
(
1
0
.
1
1
)
 
m
1
1
1
m
1
+
f
:
J
2
m
2
十
P
2茅
m
3
+
：
・
・
・
・
十
密
P
3
…
•
•
1
9
r
m
t
.
箆
智
均
衡
で
は
(
1
0
.
1
2
)
|
|
[
-
=
f
:
J
1
で
、
出
の
上
昇
（
れ
の
低
下
）
aet
定
eo
は
現
在
消
費
に
有
利
、
将
来
消
費
に
不
利
な
代
替
効
果
が
あ
る
。
予
想
の
弾
力
性
正
な
ら
価
格
1
割
引
因
子
は
後
程
大
で
、
消
費
は
前
程
有
利
で
あ
る。
八
四
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(
1
0
.
1
4
)
 
m
o
+
k
1
1
e
o
+
c
o
 
m
1
+
a
1
1
C
1
0
+
R
2
1
C
2
0
十・・・・・・十
R
0
1
c
o
o
1
1
e
1
+
C
1
m
2
+
a
1
2
C
1
1
十
R
2
2
C
2
1
十
．． 
＋
a
o
,
.
c
o
1
"
＂e2
+
C
2
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口
（
木
村
）
m
r
+
R
1
 r
 Ci, 
rー
1
+
a
"
r
C
2
,
rー
1
+
…
・
:
·
:
+
R
o
r
cき
"
—
1
"
u
e
T
+
c
t
.
(
1
0
.
1
5
)
 
C
1
t
+
C
2
t
十
…
…
＋
c
き
11C-
（t
1
1
0
"
1
,
2
,…
•
•
•
>
ペ
ー
1
)
均
衡
条
件
は
ラ
グ
ラ
ソ
ジ
ュ
乗
数
At
と
出
を
導
入
し
(
1
0
.
1
6
)
 
G
=
u
(
e
o
,
 
e1, 
e2, 
・・・・・・, 
e
r
)
ー
i
[
e
o
+
c
o
ー
m
o
ー
陀
]
ー
M
i
f
を
[
e
-
+
C
l
ー
ぎ
ー
ビ
j{1CY.j1Cj,
t
1
1
]
|
ビ
[1
01
A
-
[
c
j一
ー
C
-
]
1
1
m
a
x
.
各
変
数
に
か
ん
す
る
偏
尊
函
数
を
0
と
お
い
て
、
i
-
1
1
0
(
t
1
1
0
"
1
"
2
,
…
…
9
t
)
9
 
文
G
智
11
ー
ぎ
a
e
-
(
1
0
.
1
7
)
 
文
G
I
I
I
ー
i
i
+
A
-
1
1
0
(
t
1
1
0
,
1, 
2
,
·…
•
•
9
rー
1
)
,
ぎa
G
1
1
ざ
1
d
(
a
;
,
,＋
1C;12ー
A
-
I
I
O
ぎ
,
d
e
;
,
 
(
j
1
1
1》
2
"
:
・
…
9
0
5
t
1
1
0
V
1
,2,•••
…
9r
—
1) 
(
1
0
.
1
8
)
 
J
!
!
.
.
_
_
/
|
9ドー
1
1
d
(
a
j
p
t
+
1
C
i
l
_
ぎ
oet+1
d
c
;
1
 
(
i
1
1
1
"
2
"
…
•
•
•
9
0
5
t
1
1
0
》
1
》
2
,
.
.
.
.
.
.
,
'
ー
1
)
0
砿
の
(
1
0
.
1
8
)
と
2
,
+
1
個
の
(
1
0
.
1
4
)
,
(
1
0
.
1
5
)
よ
り
そ
れ
に
等
数
の
e-
（t
1
1
0
"
1
"
2
,
…
…
》
r
)
9
C
-
（t
1
1
0
,
1, 
2,
…
…
9
T
ー
1
)
cj-
(j111"2,••
…
•"05t""OV , 
2
,…
•
•
•
》,
-
1
)を
奇
個
の
ijt(t111, 
2,
…
…
"
t
)
の
函
数
と
し
て
決
定
で
き
る
。
(
1
0
.
1
8
)
の
右
八
五
辺
を
証
券
C;t
の
代
表
的
限
界
価
値
と
よ
べ
ば
、
そ
れ
は
所
与
の
期
の
ど
の
証
券
に
も
同
じ
。
余
剰
資
金
の
若
干
を
貨
幣
で
保
有
す
る
ば
あ
い
、
貨
幣
の
限
界
価
値
は
1
で
あ
る
の
で
、
従
っ
て
他
の
証
券
の
限
界
価
値
は
1
で
彼
の
代
表
的
利
子
率
は
0
ゆ
え
貨
幣
以
外
の
証
券
の
利
子
は
純
粋
利
子
で
は
な
く
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
で
あ
る
。
皿
危
険
以
外
の
理
由
に
よ
る
証
券
の
異
質
性
A
証
券
の
取
引
費
用
の
差
異
と
、
B
、
貸
借
経
過
時
間
の
差
異
が
あ
げ
ら
れ
る
。
後
者
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
n
単
位
期
問
の
貸
付
に
対
す
る
長
期
利
子
率
を
凡
、
将
来
各
期
の
短
期
利
子
率
をS
•
i
z
,
…
…
9
i
n
と
す
れ
ば
、
(
1
+
R
•
)
．
1
1
(
1
+
i
1
)
(
l
十
星
）
•
…••
(
1
+
i
n
)
で
あ
る
。
第
VlI
章
企
業
者
計
画
I
確
実
性
の
も
と
で
A
企
業
の
需
要
函
数
と
供
給
函
数
の
導
出
合
(
i
1
1
1
•
2
,
…
…
9
m
i
t
1
1
0
,1,…
•
•
•
9
r
)
を
t
期
の
第
・t
生
産
要
素
絨
苔
(
j
1
1
m
+
1
,m+2·
…
••••?t110•1, 
2,
…
…
"
r
)
を
t
期
の
第
J
生
産
物
量
と
す
る
。
動
学
的
変
形
函
数
は
(
1
1
.
1
)
'
/
(
X
1
0
,
Xzo,
…
…
＂
さ
。
"
X
1
1
,
X21,
…
・
:
"
X
き
…
…
,
X
1
3
X
z
-
r
,
…
・
:
9
A
n
T
)
 
1
1
0
但
し
X
i
t
1
1
1
合
(i
松
m
)
9
き
(
F
1
1
1
"
2
,
…
…
"
n
)
を
t
期
の
財
xr.
（
生
産
物
と
要
素
）
の
予
想
価
格
、
K
t
1
1
ピ
[
[
I
答
合
を
t
期
の
予
想
投
入
価
値
、
さ
i
1
1
M
i
1
1
5
+
1
P
1
1
X
;
1
を
t
期
の
予
想
産
出
価
値
、
S
I
I
ミ
t
ー
K
I
I
M
r
1
1
1
P
r
1
X
,
1
を
t
期
の
予
想
余
剰
、
諸
余
剰
の
全
流
列
の
現
在
価
値
を
計
画
の
資
本
価
値
C
と
呼
ぶ
。
P
。11
と
お
き
、
(
1
1
.
2
)
 
C
=
~
1
1
1
0
g
o
p
r
…
•
•
P
i
0
r
1
1
M
t
5
。M
]
r戸g
o
p
r
…
•
•
P
t
p
r
i
全
企
業
の
目
的
は
(
1
1
.
1
)
の
条
件
下
で
の
C
の
極
大
化
で
、
入
を
ラ
グ
ラ
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ロ
ソ
ジ
ュ
乗
数
と
し
て
(11.3) 
C
ー
L
f
1
1
m
a
x
.
さ
＋
1
)
個
の
均
衡
条
件
(11.4 a
)
 
J.
,fJf/fJx,
1
鸞
1
…
・
忘
苓
(11.4b) 
i
f
.
/
*
.
1
1
戸
亘
口
謬
・
こ
れ
は
い
か
な
る
日
の
い
か
な
る
二
つ
の
計
画
産
出
量
間
、
お
よ
び
計
画
投
入
量
間
の
限
界
代
替
率
と
、
い
か
な
る
日
の
計
画
投
入
量
の
い
か
な
る
日
の
計
画
産
出
量
へ
の
限
界
変
形
率
も
そ
れ
ら
の
割
引
予
想
価
格
の
比
に
等
し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
価
格
不
変
の
一
群
の
財
を
単
一
財
と
し
て
扱
い
う
る
の
で
、
t
期
の
全
投
入
量
の
価
値
を
単
一
財
kt
へ
、
全
産
出
量
の
価
値
を
単
一
財
Wt
へ、
さ
t
|
K
-
I
I
M
r
[
1
苓
さ
を
単
一
財
Vt
へ
と
グ
ル
ー
プ
化
し
、
こ
れ
ら
の
合
成
財
の
割
引
価
格
は
割
引
因
子
P
o
p
1
…
•
•
•
P
i
で
あ
る
。
こ
の
ば
あ
い
二
つ
の
期
の
産
出
量
の
価
値
間
、
投
入
量
の
価
値
間
、
余
剰
間
の
限
界
代
替
率
と
、
い
か
な
る
期
の
投
入
量
の
価
値
の
い
か
な
る
期
の
産
出
量
の
価
値
へ
の
限
界
変
形
率
も
割
引
因
子
の
比
で
あ
る
。
次
の
如
き
合
成
財
を
形
成
す
る
。
ざ
1
ぶ
＋
p
告
＋
…
…
＋
p
忌
…
…
序
ぎ
・
》
き
1
1
§
．
十
/
3
2
W
2
+
…
…
＋
P
2岳
…
•
•
P
T
U
)
3
0
f
1
1
0
1
十
/
3
2
V
2
+
…
…
＋
p
忌
3
:
・
…
予
・
き
こ
れ
ら
将
来
財
の
割
引
価
格
は
13
で
均
衡
条
件
は、
Wo
と
w
f
の
間
、
ko
と
ktの
間
、
Vo
と
町
の
間
の
限
界
代
替
率
と、
kO
の
辺
へ
の
限
界
変
形
率
は
13
に
等
し
い
。
[1//31
に
非
ず
や
]
安
定
条
件
。
産
出
量
間
の
限
界
代
替
率
逓
増
、
投
入
量
間
の
限
界
代
替
率
逓
減
、
投
入
量
の
産
出
量
へ
の
限
界
変
形
率
逓
減
、
お
よ
び
計
画
の
資
（
木
村
）
本
価
値
が
正
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
合
成
財
に
つ
い
て
も
同
様
。
利
子
率
は
登
ミ
。
k
o
1
1
1
/
{
i
i
1
1
1
1
十
▽
V
1
:. 
i
V
o
 
さ
て
生
産
物
の
計
画
供
給
函
数
と
生
産
要
素
の
計
画
需
要
函
数
は
、
別
_
知r
-（P
1
0
,
P
2
0
,
…
…
"
吝
0、P
苦
1
,
f
J
i
P
き
…
•
•
•
,
fliP.1,•
…••, 
flifJ2:・
…
 
予心
13/31/32:・
…
P
1
P
2
r
,
…
…
、
/31/32・:..• 
p
T
吝
＂
）
各
期
の
証
券
も
同
様
の
。
＾
ラ
メ
ー
ク
ー
の
函
数
と
し
て
表
示
し
う
る
。
企
業
の
動
学
的
需
要
・
供
給
函
数
の
特
性
1
価
格
変
化
に
伴
う
需
要
と
供
給
の
変
化
。
他
の
す
ぺ
て
の
現
在
・
予
想
の
価
格
・
利
子
率
所
与
の
と
き
、
(
1
)
、
生
産
物
の
予
想
価
格
騰
貴
は
そ
の
期
の
そ
の
計
画
産
出
、
補
完
品
の
現
在
・
計
画
産
出
、
逆
行
的
で
な
い
要
素
の
現
在
・
計
画
投
入
の
増
加
と
、
代
替
品
の
現
在
・
計
画
産
出
の
減
少
に
導
く
。
(
2
)
、
要
素
の
予
想
価
格
騰
貴
は
そ
の
期
の
そ
の
計
画
投
入
、
補
完
要
素
の
現
在
・
計
画
投
入
、
逆
行
的
で
な
い
生
産
物
の
現
在
・
計
画
産
出
の
減
少
と
、
代
替
要
素
の
現
在
・
計
画
投
入
の
増
加
に
導
く
。
現
在
価
格
変
化
の
ば
あ
い
、
予
想
の
弾
力
性
が
0
な
ら
ば
右
述
の
分
析
の
通
り
。
弾
力
性
が
1
よ
り
大
な
ら
ば
生
産
物
価
騰
貴
は
現
在
産
出
減
少
、
要
素
価
格
騰
貴
は
現
在
投
入
の
増
加
に
導
く
。
す
べ
て
の
生
産
物
の
現
在
・
予
想
価
格
が
同
一
比
率
で
上
昇
す
れ
ば
代
替
は
存
せ
ず
、
産
出
•
投
入
は
全
体
と
し
て
増
加
。
す
べ
て
の
要
素
の
現
在
・
予
想
価
格
が
同
一
比
率
で
上
昇
す
れ
ば
代
替
は
存
せ
ず
、
投
入
・
産
出
は
全
体
と
し
て
減
少
。
両
ケ
ー
ス
共
短
期
適
応
の
技
術
的
困
難
の
た
め
遠
い
将
来
程
変
化
は
大
き
い
。
す
べ
て
の
生
産
物
・
要
素
の
価
格
が
同
一
比
率
で
上
昇
す
れ
ば
代
替
は
存
せ
ず
投
入
・
産
出
は
不
変
で
、
生
産
物
の
B
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口
m
"
＋
0
T
十
ビ
3
1
C
j
,
?
1
1
1
e
T
+
c
T
（
木
村
）
供
給
・
要
素
の
需
要
は
諸
価
格
の
組
全
体
の
零
次
の
同
次
函
数
で
あ
る
。
2
利
子
率
の
変
化
に
伴
う
需
要
と
供
給
の
変
化
(
1
)
、
ん
の
逆
比
例
的
変
化
を
伴
う
ふ
の
上
昇
は
次
期
Vl
を
高
め
、
代
替
期
の
計
画
余
剰
を
減
じ
、
補
完
期
の
そ
れ
を
増
す
。
(
2
)
出
の
単
独
騰
貴
（
利
子
率
下
落
）
は
Vf
を
高
め
る
0
[
現
在
余
剰
よ
り
将
来
余
剰
へ
の
代
替
。
生
産
の
迂
回
を
促
し
、
現
在
投
入
を
増
し
産
出
を
減
じ
、
将
来
産
出
を
増
し
投
入
を
減
ず
る
と
思
わ
れ
る
]
(
3
)
、
現
在
・
将
来
の
割
引
率
が
す
べ
て
同
一
比
率
で
上
昇
す
れ
ば
、
余
剰
の
価
格
f31,
f31f32,
…
・
:
,
 f31f32・--・・・{3r 
の
上
昇
は
後
程
大
で
現
在
余
剰
を
犠
牲
に
し
て
将
来
余
剰
を
増
そ
う
と
い
う
代
替
が
行
わ
れ
、
こ
れ
も
迂
回
化
を
促
す
。
r
危
険
の
も
と
で
1
代
表
的
予
想
が
常
数
の
ば
あ
い
、
I
と
分
析
は
形
式
的
に
同
じ
で
あ
る
。
各
期
に
種
々
の
証
券
が
あ
る
が
、
企
業
は
そ
れ
自
身
そ
の
代
表
的
利
子
予
想
が
最
高
の
証
券
に
投
資
す
る
。
2
代
表
的
利
子
予
想
が
各
証
券
に
投
資
さ
れ
た
函
数
で
あ
る
ば
あ
い
。
予
算
制
約
と
変
形
函
数
を
制
約
条
件
と
す
る
効
用
函
数
極
大
を
考
え
る
。
効
用
函
数
翌
11u(R10,
X20, ・
・
・
, Xno, ・
・
・
, X13H23:••
…
"8 ìT) 
変
形
函
数
f
（剖
10,
:
¥
2
0
,
.
.
.
.
.
.
,
H
I
I
g
:
·
…
•
5
~
5叫2
3
:
…
·
如
:
.
）
1
1
0予
算
方
程
式
は
、mo
+
0
0
十
k
1
1
e
o
+
c
o
m
1
+
V
1
+
M
a心
1
C
;
o
1
1
e
1
+
C
1
m
2
+
0
2
+
M
]
a心
2
C
;
1
1
1
e
2
+
C
2
ー
第
珊
章
八
七
に
‘
i
‘
µ
を
ラ
グ
ラ
ソ
ジ
ュ
乗
数
と
し
て
、
G
1
1
Uー
E
0
(
e
o
+
C
o
—
m
o
ー
答
ー
k
)
ー
ビ
tパ
1さ
[ei
十
S
ー
ぎ
ー
0
t
_
g
1
1
1
R
活
苓
1]
ー
ビ
f1
01
it
旦
望
tー
Ct]ー
μ
f
1
1
m
a
x
.
1
1
ー
ー
—
さ
翌
1
1
0
(r111, 2,
…
…
9
n
i
t
1
1
0》
1
ふ・・・・・
9
"
）
呂
翌
罰
芍
rt
ー
1
1
1
ー
さ
＋
i
i
l
l
o
(
t
1
1
0
"
1
や
…
…
"
r
|
1
)
2
G
 
ぎ侶
IIkt+1
ti_{ Ct j,_t_+__l_1ji)Iit110 
ぎ
dc;1(t110, 1,2,......, 
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叫
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P
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de;, 
含
意
は
(
1
)
、
い
か
な
る
二
つ
の
期
の
二
つ
の
財
間
の
限
界
代
替
率
も
消
費
と
生
産
の
双
方
に
関
し
て
同
じ
で
あ
る
。
(
2
)
所
与
の
期
の
証
券
の
代
表
的
限
界
価
値
は
個
人
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
た
す
べ
て
の
証
券
に
つ
い
て
同
じ
で
あ
る
。
等
々
。
こ
れ
ら
の
式
は
予
算
制
約
と
変
形
函
数
と
併
せ
て
計
画
さ
れ
る
消
費
、
生
産
、
証
券
投
資
高
を
決
定
す
る
。
封
鎖
経
済
に
お
け
る
市
場
均
衡
均
衡
条
件
と
安
定
条
件
現
在
の
期
の
一
時
的
市
場
均
衡
を
考
察
す
る
。
価
格
と
利
子
率
の
予
想
函
数
を
所
与
と
す
る
。
財
、
証
券
、
貨
幣
の
各
市
場
超
過
需
要
を
I
き
C
;
o
 M
o
と
す
れ
ば
均
衡
で
は
、
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分
析
上
ど
の
式
を
吾
々
の
体
系
か
ら
除
く
か
は
無
差
別
で
あ
る
。
吾
々
の
静
学
体
系
と
異
な
っ
て
今
や
動
学
体
系
で
は
真
の
貨
幣
(
t
r
u
e
m
o
n
e
y
)
 
ー
そ
れ
に
関
す
る
市
場
需
要
函
数
が
存
在
し
て
い
る
ー
を
も
つ
の
で
n
種
の
財
の
n
個
の
超
過
需
要
函
数
は
相
互
に
独
立
で
あ
る
か
ら
、
決
定
さ
れ
る
の
ほ
貨
幣
表
示
n
種
の
価
格
で
あ
る
。
又
、
安
定
条
件
は
証
券
と
貨
幣
を
追
加
す
る
こ
と
以
外
は
静
学
体
系
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
。
A
財
に
か
ん
す
る
部
分
的
交
換
体
系
の
安
定
。
利
子
率
が
固
定
値
を
と
る
ば
あ
い
を
考
察
す
る
。
1
価
格
予
想
の
弾
力
性
が
0
の
ば
あ
い
。
現
在
価
格
の
上
昇
は
一
財
で
あ
れ
、
全
財
価
格
の
等
比
例
的
上
昇
で
あ
れ
代
替
効
果
に
よ
り
現
在
需
要
減
少
、
現
在
供
給
増
加
を
生
じ
体
系
は
安
定
。
不
安
定
化
要
因
は
資
本
効
果
と
、
個
々
人
が
計
画
全
期
間
に
わ
た
っ
て
証
券
と
貨
幣
の
獲
得
を
減
ら
し
、
そ
の
結
果
、
支
出
計
画
の
資
本
価
値
の
増
加
が
充
分
大
な
ら
ば
現
在
消
費
の
増
加
に
導
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。
2
価
格
予
想
の
弾
力
性
が
1
の
ば
あ
い
。
1
よ
り
小
な
ら
ば
時
と
共
な
る
代
替
の
た
め
に
体
系
は
安
定
。
弾
力
性
が
1
の
ば
あ
い
、
他
の
価
格
不
変
の
も
の
が
あ
れ
ば
代
替
効
果
の
余
地
が
あ
る
が
、
す
ぺ
て
の
現
在
価
格
が
同
一
比
率
で
変
化
す
れ
ば
代
替
効
果
は
存
在
し
な
い
。
証
券
（
及
び
貨
幣
）
獲
得
決
意
が
問
題
で
、
そ
の
額
の
減
少
が
価
格
変
化
に
比
例
す
る
（
木
村
）
よ
り
以
下
な
ら
ば
不
変
価
格
の
下
で
の
支
出
計
画
の
資
本
価
値
の
減
少
に
四
敵
し
、
現
在
消
費
を
減
じ
、
体
系
は
所
得
効
果
を
通
じ
て
安
定
。
比
例
以
上
な
ら
ば
逆
に
不
安
定
。
更
に
そ
れ
が
比
例
し
て
い
る
ば
あ
い
（
支
出
の
資
本
価
値
の
価
格
弾
力
性
が
1
を
意
味
す
る
）
代
替
・
所
得
効
果
は
存
在
し
な
い
。
か
か
る
ケ
ー
ス
は
現
在
財
の
超
過
需
要
函
数
は
現
在
価
格
の
零
次
の
同
次
函
数
で
、
n
-
1
種
の
価
格
比
率
の
函
数
で
あ
り
、
貨
幣
価
格
水
準
は
不
確
定
。
さ
て
こ
の
n
ー
1
種
の
価
格
比
率
は
1
1
1
種
の
財
の
各
々
の
超
過
需
要
が
0
で
あ
る
と
い
う
条
件
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
価
格
比
率
は
第
n
番
目
の
財
の
超
過
需
要
水
準
を
決
定
す
る
。
そ
し
て
こ
の
第
n
財
は
実
際
に
お
い
て
ほ
労
働
で
あ
っ
た
。
労
働
の
供
給
は
均
衡
で
す
ら
需
要
を
超
え
て
い
た
。
こ
の
均
衡
失
業
は
貨
幣
賃
金
の
硬
直
性
の
所
産
に
非
ざ
る
こ
と
こ
の
ケ
ー
ス
の
超
過
需
要
函
数
が
n
種
の
貨
幣
価
格
の
函
数
で
は
な
く
、
n
ー
1
種
の
価
格
比
率
の
函
数
な
る
こ
と
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
3
価
格
予
想
が
1
よ
り
大
で
あ
れ
ば
代
替
効
果
は
体
系
を
不
安
定
に
す
る
。
所
得
効
果
が
そ
れ
と
逆
の
方
向
の
ば
あ
い
に
の
み
安
定
化
さ
れ
る
可
能
性
を
も
っ
。
B
全
体
系
の
安
定
利
子
率
が
自
由
に
変
化
す
る
な
ら
ば
、
既
述
の
現
在
価
格
の
上
昇
↓
現
在
の
超
過
需
要
減
少
は
、
証
券
の
超
過
需
要
増
加
↓
利
子
率
低
下
↓
割
引
予
想
価
格
上
昇
↓
現
在
の
財
需
要
増
加
と
な
っ
て
先
の
代
替
効
果
を
或
程
度
相
殺
す
る
。
こ
れ
は
固
定
利
子
率
の
下
で
の
予
想
価
格
の
騰
貴
と
効
果
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
。
価
格
予
想
の
弾
力
性
が
0
の
と
き
割
引
因
子
が
す
ぺ
て
の
現
在
価
格
と
同
比
率
で
騰
貴
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
は
利
子
率
固
八
八
531 
Il 
定
、
価
格
予
想
弾
力
性
が
1
で
あ
る
ば
あ
い
と
同
じ
で
、
財
間
の
代
替
の
余
地
は
存
在
し
な
い
。
（
利
子
率
予
想
弾
力
性
が
0
で
あ
る
と
仮
定
。
）
先
述
の
如
く
、
固
定
利
子
を
も
ち
価
格
予
想
弾
力
性
が
1
な
る
と
き
、
現
在
価
格
と
割
引
予
想
価
格
の
す
べ
て
の
等
比
例
的
変
化
に
関
す
る
支
出
計
画
の
資
本
価
値
の
弾
力
性
が
1
な
る
と
き
、
す
べ
て
の
財
の
超
過
需
要
函
数
は
零
次
の
同
次
函
数
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
一
財
の
価
格
の
上
昇
は
、
割
引
因
子
の
変
化
が
自
由
で
あ
れ
ば
、
す
べ
て
の
現
在
価
格
と
割
引
予
想
価
格
の
等
比
例
的
上
昇
に
導
く
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
も
し
も
支
出
計
画
の
資
本
価
値
の
弾
力
性
が
1
で
、
割
引
因
子
の
変
動
が
自
由
で
あ
れ
ば
、
す
べ
て
の
超
過
需
要
函
数
は
、
価
格
予
想
の
弾
力
性
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
か
か
わ
り
な
く
、
現
在
価
格
と
割
引
予
想
価
格
の
零
次
の
同
次
函
数
で
あ
る
。
そ
の
ば
あ
い
割
引
因
子
は
ど
う
変
化
す
る
か
と
い
え
ば
、
価
格
予
想
の
弾
力
性
が
0
の
ば
あ
い
現
在
価
格
の
変
化
と
同
比
率
で
変
化
し
、
1
の
ば
あ
い
不
変
で
、
1
よ
り
大
な
ら
ば
現
在
価
格
と
反
対
方
向
に
変
化
す
る
。
こ
れ
ら
の
結
論
は
割
引
因
子
が
自
由
に
変
化
し
う
る
ば
あ
い
に
妥
当
す
る
も
の
で
、
実
際
は
利
子
率
は
0
以
下
に
は
下
落
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
割
引
因
子
は
1
よ
り
大
で
は
な
く
、
産
業
経
済
で
は
利
子
率
の
変
動
範
囲
は
限
ら
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
割
引
因
子
の
変
化
は
無
視
し
う
ぺ
き
程
小
で
あ
る
。
（
利
子
率
が
2
濠
よ
り
3
殺
へ
と
5
0
%上
昇
す
れ
ば
割
引
因
子
は
1
/
(
1
.
0
2
)
よ
り
1
/
(
1
.
0
3
)
へ
と
変
化
す
る
。
）
そ
れ
故
吾
々
の
均
衡
体
系
が
利
子
率
の
変
化
に
よ
っ
て
著
し
い
影
響
を
う
け
る
と
い
う
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
一
時
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系
の
運
行
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口
（
木
村
）
非
弾
力
的
な
支
出
計
画
1
貨
幣
を
以
て
す
る
財
の
現
在
の
需
要
は
増
加
す
る
が
、
貨
幣
を
以
て
す
る
証
券
の
現
在
の
需
要
は
不
変
で
あ
る
と
い
う
ば
あ
い
。
こ
れ
は
非
耐
久
財
消
費
者
需
要
増
加
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
需
要
さ
れ
た
生
産
物
と
そ
の
生
産
に
使
用
さ
れ
た
要
素
と
代
替
財
の
現
在
価
格
騰
責
。
将
来
財
の
計
画
需
要
増
加
↓
現
在
の
証
券
需
要
増
加
↓
利
子
率
低
下
を
も
た
ら
す
。
2
証
券
を
以
て
す
る
財
の
超
過
需
要
は
増
加
し
、
貨
幣
を
以
て
す
る
証
券
の
需
要
は
減
少
す
る
ば
あ
い
。
こ
れ
は
一
般
的
な
企
業
躍
進
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
財
価
格
と
利
子
率
の
上
昇
が
あ
る
。
3
貨
幣
を
以
て
す
る
証
券
の
現
在
の
需
要
は
増
加
し
財
の
超
過
需
要
函
数
が
不
変
で
あ
る
ば
あ
い
。
証
券
価
格
上
昇
、
利
子
率
下
落
、
割
引
因
子
上
昇
は
、
将
来
財
の
割
引
予
想
価
格
上
昇
↓
現
在
財
需
要
増
加
↓
そ
の
価
格
上
昇
を
も
た
ら
す
。
こ
れ
迄
は
価
格
が
伸
縮
的
な
ば
あ
い
を
扱
っ
た
が
、
価
格
が
均
衡
水
準
以
上
に
固
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
需
要
は
減
少
し
、
生
産
者
は
固
定
的
な
価
格
で
需
要
さ
れ
た
量
ま
で
生
産
を
切
り
つ
め
る
。
即
ち
生
産
者
は
価
格
が
実
際
に
お
い
て
均
衡
価
格
よ
り
も
低
か
っ
た
ば
あ
い
に
と
っ
た
で
あ
ろ
う
如
く
行
動
す
る
。
所
与
の
財
に
つ
い
て
消
費
者
に
と
っ
て
の
硬
直
的
な
市
場
価
格
と
生
産
者
に
と
っ
て
の
ヨ
リ
低
い
影
の
価
格
(
s
h
a
d
o
w
p
r
i
c
e
)
 
が
存
し
、
そ
の
差
は
販
売
者
に
ボ
ー
ナ
ス
と
し
て
与
え
ら
れ
る
。
価
格
が
均
衡
水
準
以
下
に
固
定
さ
れ
て
い
る
ば
あ
い
、
こ
の
硬
直
的
な
低
い
市
場
価
格
が
生
産
者
の
行
動
を
決
め
生
産
を
切
り
つ
め
る
。
消
費
は
割
当
制
を
と
ら
れ
る
の
で
、
消
費
者
は
価
格
が
均
衡
水
準
以
上
に
あ
る
ば
あ
い
、
つ
ま
り
影
の
価
格
に
対
し
て
と
る
の
と
同
じ
行
動
を
と
る
。
同
様
な
こ
と
が
A 
八
九
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ロ
硬
直
的
な
賃
金
率
に
つ
い
て
も
妥
当
す
る
。
均
衡
水
準
以
上
に
あ
れ
ば
失
業
が
存
す
る
。
こ
の
失
業
は
前
述
の
零
次
の
同
次
函
数
の
ば
あ
い
の
失
業
と
異
り
、
貨
幣
賃
金
率
を
低
め
れ
ば
消
去
さ
れ
る
。
硬
直
的
な
価
格
と
賃
金
率
の
他
の
生
産
物
と
生
産
要
素
に
及
ぼ
す
効
果
を
考
察
す
る
。
も
し
も
あ
る
生
産
物
の
価
格
が
均
衡
水
準
以
上
に
固
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
他
の
財
の
需
要
を
増
す
消
費
者
代
替
効
果
と
、
均
衡
価
格
以
下
に
あ
る
影
の
価
格
に
よ
る
生
産
者
の
他
の
財
の
供
給
を
増
す
生
産
者
代
替
効
果
の
い
ず
れ
が
支
配
的
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
純
効
果
が
き
ま
る
。
賃
金
率
が
均
衡
水
準
以
上
に
固
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
他
の
生
産
要
素
へ
の
生
産
者
代
替
効
果
と
失
業
者
た
ち
が
他
の
職
業
へ
移
動
す
る
両
効
果
が
あ
る
。
硬
直
的
な
賃
金
率
と
失
業
の
存
在
す
る
経
済
で
は
需
給
変
動
の
効
果
は
価
格
の
み
な
ら
ず
雇
用
の
変
化
を
反
映
す
る
。
B
弾
力
性
が
1
な
る
支
出
計
画
す
べ
て
の
財
の
超
過
需
要
函
数
は
現
在
価
格
と
割
引
予
想
価
格
の
零
次
の
同
次
函
数
で
、
こ
の
ば
あ
い
た
だ
価
格
比
率
の
み
が
決
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
均
衡
に
お
い
て
す
ら
失
業
が
存
在
し
、
こ
れ
は
貨
幣
賃
金
率
引
下
げ
で
消
失
さ
れ
え
な
い
。
硬
直
的
な
賃
幣
賃
金
率
は
価
格
水
準
を
決
定
す
る
の
が
扉
用
水
準
を
決
定
し
え
な
い
。
雇
用
水
準
は
超
過
需
要
函
数
が
変
化
す
る
と
き
変
化
す
る
。
第
墨
早
の
附
録
同
次
超
過
需
要
函
数
の
も
と
で
の
均
衡
条
件
n
種
の
超
過
需
要
函
数
I
s
1
1
I
,
(
P
1
,
P
z
`
…
9
吝
）
を
n
種
の
価
格
の
零
次
の
同
次
函
数
と
す
る
。
Pl
の
変
化
が
存
在
し
、
す
べ
て
の
他
の
価
格
は
そ
れ
ら
の
市
場
均
衡
を
維
持
す
る
よ
う
に
調
整
さ
れ
る
と
仮
定
せ
ょ。
（
木
村
）
Xi
の
超
過
需
要
の
変
化
は
な
く
す
べ
て
の
他
の
価
格
は
比
例
的
に
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
。d
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3
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P
1
寿
＋
p
＂琴勺……＋
p
↓昨
1
1
0
②
式
の
分
子
の
第
1
行
に
Plを
か
け
、
各
対
応
す
る
価
格
Pi
を
か
け
た
各
行
・
t
の
諸
要
素
を
加
え
て
臣
1
1
1
1
-
令
1
Pi 
(4) 
(
1
)
 
．
臣
ほ
L
…
•
•
恒
蓉
念
2
0
p
n
ビ
P-
ほ
臣
．． 
ほ
2
登
念
2
0
p
n
M
P
i
 
••••••••• 
,
 
••••••••••••••••••••••• 
O
I
n
 
．． 
O
I
n
O
I
n
 
芦
念
i
念
2
ビ
P
i
九
〇
△
は
③
の
+
A
分
母
で
あ
る。
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口
（
木
村
）
③
に
よ
っ
て
山
の
第
1
行
は
0
よ
り
な
っ
て
い
る
の
で
d
!
i
/
d
P
i
1
1
0
同
様
に
d
P
叉
令
1
1
1
P
2
I
P
1
が
示
さ
れ
る
。
臣
臣
…
…
臣
臣
院
…
…
逗
i
念
1
念
3
0
答
念
2
念
3
fJp. 
臣
0I3
…
5
后
い
：
』
后
…
…
」
芦
含
I
I
|
念
1
念
a
Gp.
小
＇
念
2
念
3
0
答
令
1
．．．．．．．．．．．．． ·
.
．
.
•
●
・
.
•
•
·
．
•
•• 
寿
彗
．
…
寿
琵
彗
…
…
警
分
子
の
各
行
に
そ
れ
に
対
応
す
る
価
格
を
か
け
、
第
1
行
に
加
え
、
式
③
を
使
用
し
て
、
吾
々
は
分
子
の
行
列
式
が
一
つ
の
要
素
ー
P
.
I
P
1
を
除
い
て
分
子
に
お
け
る
そ
れ
と
同
じ
に
な
る
こ
と
を
見
出
す
。
し
た
が
っ
て
令
2
/
d
p
1
1
1
P
2
[
P
1
こ
の
証
明
は
財
の
順
序
が
完
全
に
任
意
で
あ
る
の
で
充
分
に
一
般
的
で
あ
る
。
予
1
個
の
超
過
需
要
函
数
が
0
に
等
し
い
と
い
う
条
件
よ
り
n
ー
I
個
の
価
格
比
率
が
決
ま
る
。
I
2
1
1
I
2
(
t
,
 
t
,…
•
•
J咋
）11
0
I
3
1
1
I
3
（
亨
亨
•
•
…
＂
油
）
1
1
0
I円
III.
（
亨
亨
・
:
．
． 
9
咋）
1
1
0
予
I
個
の
価
格
比
率
が
決
ま
れ
ば
、
Il
は
次
式
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
I111I1({~, 
t, 
・・・,咋）
国
際
経
済
に
お
け
る
市
場
均
衡
均
衡
の
特
性
九
eu,t
を
t
期
に
1
国
通
貨
一
単
位
と
交
換
さ
れ
る
・
1
国
通
貨
の
予
想
（
或
は
現
在
）
単
位
数
と
す
れ
ば
、
P
r
(
p
1
1
e
u
,
,
p
,
<
p
価
格
と
利
子
率
の
予
想
函
数
を
既
知
と
す
る
。
(
1
)
為
替
相
場
が
固
定
さ
れ
て
い
る
ば
あ
い
。
各
財
、
各
証
券
、
貨
幣
の
世
界
需
要
・
供
給
函
数
は
1
国
通
貨
表
示
現
在
価
格
、
現
在
利
子
率
の
函
数
で
あ
る
。
超
過
需
要
函
数
が
零
次
の
同
次
函
数
で
あ
る
ば
あ
い
は
、
各
々
の
全
世
界
輸
入
需
要
が
0
と
い
う
均
衡
条
件
よ
り
1
国
通
貨
表
示
現
在
価
格
と
現
在
利
子
率
が
決
定
さ
れ
る
。
超
過
需
要
函
数
が
零
次
の
同
次
函
数
の
ば
あ
い
は
、
諸
財
間
の
価
格
比
率
の
み
が
決
定
さ
れ
均
衡
で
も
失
業
が
あ
り
う
る。
動
学
経
済
で
は
静
学
と
異
り
、
そ
れ
自
体
需
給
函
数
を
も
つ
真
の
貨
幣
を
導
入
す
る
の
で
、
均
衡
で
も
貨
幣
の
ト
ラ
ソ
ス
フ
ァ
ー
が
存
在
す
る
。
(
2
)
為
替
相
場
が
自
由
に
変
動
す
る
ば
あ
い
。
第
1
国
以
外
の
各
国
の
為
替
相
場
と
い
う
0
|
1
個
の
追
加
変
数
を
も
つ
が
、
各
国
自
ら
保
有
貨
幣
量
を
決
め
る
の
で
各
国
内
で
需
給
均
等
す
る
各
国
貨
幣
の
0
-
1
個
の
追
加
的
方
程
式
を
も
つ
。
第
1
国
の
式
は
爾
余
の
も
の
よ
り
導
出
さ
れ
る。
国
際
均
衡
の
運
行
の
法
則
A
固
定
為
替
相
場
の
も
と
で
1
証
券
を
以
て
す
る
国
内
財
需
要
の
増
加
。
消
費
性
向
か
投
資
性
向
上
昇
の
ケ
ー
ス
で
、
完
全
賑
用
下
で
は
、
国
内
財
価
格
騰
貴
、
貿
易
財
よ
Il 
ー
第
IX
章
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口
り
国
内
財
へ
の
生
産
シ
フ
ト
、
代
替
効
果
に
よ
り
輸
出
入
価
格
騰
貴
、
輸
出
量
増
加
、
輸
入
量
減
少
、
貿
易
差
額
減
少
が
み
ら
れ
、
爾
余
の
世
界
の
諸
価
格
騰
貴
、
国
内
財
よ
り
貿
易
財
へ
の
生
産
シ
フ
ト
が
あ
る
。
失
業
存
在
下
で
は
諸
価
格
上
昇
と
共
に
厖
用
、
産
出
、
所
得
を
増
す
。
所
得
増
加
は
輸
入
増
加
、
こ
れ
は
外
国
の
所
得
増
加
と
輸
入
増
加
を
誘
発
す
る
。
か
く
て
両
国
と
も
輸
出
入
量
増
加
を
生
ず
る
が
、
始
発
国
の
貿
易
差
額
は
通
常
減
少
す
る
。
証
券
需
要
減
少
（
借
入
増
加
）
は
証
券
価
格
低
下
1
1
利
子
率
上
昇
を
生
じ
、
そ
の
国
が
資
本
の
純
輸
入
国
で
あ
れ
ば
外
国
の
証
券
の
需
要
弾
力
性
が
大
き
い
程
資
本
輸
入
増
加
は
大
で
、
そ
の
国
が
資
本
の
純
輸
出
国
で
あ
れ
ば
外
国
の
証
券
の
供
給
弾
力
性
が
大
き
い
程
資
本
輸
出
減
少
は
大
き
い
。
2
証
券
を
以
て
す
る
輸
入
財
の
需
要
の
増
加
。
国
内
の
支
出
性
向
に
お
け
る
相
殺
を
伴
わ
ぬ
輸
入
性
向
上
昇
の
ケ
ー
ス
で
、
外
国
の
輸
出
財
の
価
格
と
産
出
の
上
昇
が
あ
り
、
又
、
海
外
で
失
業
が
あ
れ
ば
外
国
の
所
得
増
加
が
あ
り
、
海
外
の
雇
用
、
価
格
の
上
昇
は
自
国
の
一
雇
用
、
価
格
の
若
干
の
上
昇
を
み
る
。
自
国
の
貿
易
差
額
は
減
少
す
る
。
3
国
内
財
よ
り
輸
入
財
へ
の
需
要
の
シ
フ
ト
。
充
分
に
伸
縮
的
な
価
格
体
系
の
下
で
は
、
国
内
価
格
お
よ
び
代
替
効
果
に
よ
る
輸
出
価
格
の
低
下
を
生
じ
輸
入
価
格
は
上
昇
す
る
。
輸
入
需
要
の
自
生
的
変
化
は
或
程
度
減
退
す
る
。
賃
金
率
が
硬
直
的
で
あ
れ
ば
始
発
的
の
雇
用
減
少
、
外
国
の
雇
用
増
加
に
お
う
所
得
効
果
の
過
程
が
あ
る
。
証
券
を
以
て
す
る
財
の
需
要
の
一
般
的
上
昇
。
一
般
的
な
企
業
躍
進
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
伸
縮
価
格
体
系
下
で
は
国
内
、
輸
出
、
輸
入
の
諸
（
木
村
）
価
格
は
上
昇
す
る
。
上
昇
は
国
内
価
格
最
も
高
く
輸
入
価
格
最
も
低
い
。
貿
易
財
よ
り
国
内
財
へ
の
産
出
シ
フ
ト
、
輸
入
量
増
加
、
輸
出
量
減
少
、
貿
易
差
額
減
少
と
な
る
。
失
業
存
在
下
で
は
価
格
及
び
総
雇
用
増
加
、
こ
れ
は
外
国
反
作
用
に
よ
り
一
層
強
め
ら
れ
る
。
5
賠
償
支
出
の
効
果
。
静
学
体
系
で
は
賠
償
収
支
は
財
需
要
函
数
の
増
減
を
意
味
し
た
が
、
動
学
体
系
で
は
財
、
証
券
、
貨
幣
を
含
む
の
で
賠
償
支
払
を
公
債
募
集
（
証
券
需
要
函
数
増
加
）
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
a
)
賠
償
支
払
が
公
債
募
集
に
よ
り
、
受
取
が
負
債
の
返
却
に
使
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
第
一
次
的
効
果
は
利
子
率
の
変
動
で
、
価
格
と
産
出
高
は
こ
の
変
化
を
通
じ
て
影
響
さ
れ
る
が
小
で
あ
る
。
(
b
)
賠
償
支
払
が
税
に
よ
っ
て
資
金
を
給
さ
れ
、
受
取
が
負
債
の
返
却
に
使
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
受
取
国
の
財
需
要
増
加
を
伴
わ
ぬ
支
払
国
の
財
需
要
減
少
（
そ
の
程
度
は
需
要
の
所
得
弾
力
性
に
よ
る
）
を
生
じ
世
界
全
体
の
由
々
し
き
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
効
果
を
生
む
。
(
C
)
賠
償
支
払
が
借
入
を
通
じ
て
資
金
を
給
さ
れ
、
受
取
が
減
税
か
政
府
支
出
増
加
に
使
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
世
界
全
体
の
イ
ソ
フ
レ
ー
ツ
ョ
ン
を
生
ぜ
し
め
る
。
(
d
)
賠
償
支
払
が
税
に
よ
っ
て
資
金
を
給
さ
れ
、
受
取
が
減
税
か
政
府
支
出
増
加
に
使
用
さ
れ
る
な
ら
ば
、
直
接
効
果
は
支
払
国
で
デ
フ
レ
、
受
取
国
で
イ
ン
フ
レ
で
あ
る
が
、
貿
易
を
通
ず
る
間
接
効
果
は
各
ケ
ー
ス
反
対
方
向
で
あ
る
。
6
資
本
移
動
の
効
果
。
資
本
輸
出
は
貨
幣
で
以
て
す
る
外
国
の
証
券
へ
の
需
要
増
加
を
表
わ
し
、
そ
の
直
接
効
果
は
国
内
利
子
率
上
昇
で
、
財
九
535 
モ
ザ
ッ
ク
「
国
際
貿
易
に
お
け
る
一
般
均
衡
理
論
」
口
（
木
村
）
需
要
に
及
ぼ
す
間
接
効
果
は
小
で
あ
る
。
他
方
資
本
輸
入
は
証
券
か
ら
財
へ
の
ッ
フ
ト
を
表
わ
す
。
7
外
国
貿
易
制
限
の
賦
置
。
た
と
え
報
復
措
置
が
な
く
と
も
輸
入
制
限
の
賦
置
は
他
国
の
デ
フ
レ
化
に
よ
り
そ
れ
ら
他
国
の
輸
出
が
そ
れ
ら
の
国
の
所
得
の
重
要
な
部
分
を
占
め
る
ば
あ
い
、
反
作
用
は
第
一
国
に
も
不
況
を
も
た
ら
す
。
B
自
由
為
替
相
場
の
も
と
で
。
為
替
相
場
の
予
想
の
弾
力
性
が
1
よ
り
大
で
は
な
く
、
か
つ
す
べ
て
の
財
が
代
替
財
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
1
x
国
で
貨
幣
か
ら
y
国
（
爾
余
の
世
界
）
の
輸
出
財
へ
の
シ
フ
ト
あ
る
ば
あ
い
。
X
の
外
国
為
替
相
場
（
邦
貨
建
）
は
上
昇
し
、
X
貨
表
示
輸
入
額
を
増
す
。
他
方
為
替
相
場
騰
貴
は
自
国
財
支
出
増
加
を
生
ず
る。
y
国
で
は
為
替
変
化
は
輸
入
増
加
、
自
国
財
需
要
の
減
少
に
導
く
。
2
X
国
で
貨
幣
か
ら
自
国
財
へ
の
シ
フ
ト
あ
る
ば
あ
い
。
X
国
で
は
、
自
国
財
価
格
上
昇
‘
y財
へ
の
需
要
増
加
、
y
国
で
は
、
X
財
へ
の
需
要
減
少
、
自
国
財
へ
の
需
要
増
加
、
し
た
が
っ
て
X
の
為
替
相
場
上
昇
を
生
ず
る
。
3
x
国
の
一
般
的
需
要
増
加
の
効
果
は
前
述
の
分
析
の
綜
合
で
、
正
常
的
に
は
全
世
界
の
活
動
膨
脹
を
も
た
ら
す
。
4
資
本
移
動
を
考
察
に
加
え
る
ば
あ
い
。
(
a
)
、
X
国
で
貨
幣
を
以
て
す
る
外
国
証
券
へ
の
需
要
増
加
が
あ
る
ば
あ
い
。
X
の
為
替
相
場
騰
貴
、
輸
入
量
減
少
、
自
国
財
需
要
増
加
、
y
国
で
は
そ
の
逆
を
生
ず
る
。
(
b
)
、
X
国
で
X
財
か
ら
外
国
証
券
へ
の
需
要
第
x章
結
論
九
の
シ
フ
ト
が
あ
れ
ば
、
資
本
輸
出
が
も
つ
活
動
刺
戟
効
果
は
初
期
の
需
要
減
少
で
相
殺
さ
れ
る
。
資
本
輸
入
国
で
の
デ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
効
果
は
本
質
的
に
は
変
ら
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
(
C
)
y
国
で
証
券
よ
り
財
へ
の
シ
フ
ト
が
あ
れ
ば
財
価
格
は
上
昇
し
証
券
価
格
は
低
下
す
る
。
こ
れ
は
外
国
為
替
に
対
す
る
X
の
総
需
要
の
減
退
に
導
く
。
そ
し
て
、
Y
の
財
価
格
の
上
昇
が
X
の
X
財
に
た
い
す
る
需
要
の
充
分
に
大
な
る
増
加
に
導
く
の
で
な
い
か
ぎ
り
、
資
本
輸
出
国
X
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
財
に
た
い
す
る
総
支
出
の
縮
小
が
存
在
し
て
い
る
。
本
書
を
結
ぶ
に
あ
た
っ
て
モ
ザ
ッ
ク
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
ニ
国
間
の
貿
易
の
効
果
、
片
務
的
支
払
の
効
果
、
関
税
、
奨
励
金
の
効
果
等
の
m
a
c
r
o
c
o
s
m
i
c
な
問
題
を
解
決
せ
ん
と
す
る
古
典
的
国
際
貿
易
論
の
か
か
る
問
題
に
と
っ
て
は
、
古
典
派
が
国
内
経
済
に
か
ん
し
て
展
開
し
た
部
分
均
衡
接
近
法
は
不
充
分
で
、
一
般
均
衡
分
析
に
依
存
し
た
。
と
は
い
え
こ
れ
は
、
か
の
多
数
の
個
人
、
企
業
、
財
を
含
む
が
運
行
の
法
則
が
欠
け
て
い
た
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
学
派
と
異
り
、
変
化
の
法
則
を
扱
っ
た
が
、
二
財
二
国
を
の
み
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書
は
多
数
の
個
人
、
国
、
企
業
、
生
産
物
、
生
産
要
素
を
含
む
一
般
的
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
均
衡
点
の
特
性
、
体
系
の
運
行
の
法
則
を
段
階
的
に
、
即
ち
、
交
換
経
済
の
静
学
的
均
衡
、
生
産
経
済
の
静
学
的
均
衡
、
動
学
的
一
時
均
衡
の
順
に
分
析
し
て
い
る
。
〔
前
号
本
稿
日
の
誤
植
訂
正
〕
、
八
0
頁
下
一
九
行
目
—
F
、
U
1を
1
F
§
に
、
八
一
頁
上
一
七
行
目
P
.
3
3
1
f
i
P
.
3
1
1
、
八
二
頁
上
一
四
行
目
（
3
.
7
)
は
M
1
1
K
R
1
1
k
ビ
な
和
1
吝
k
且
y.x．
と
訂
正
。
